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エミリィ・ディキンスンの
「殉教の詩人たち」
──テクストの沈黙と反響──
松 本 明 美
『エミリィ・ディキンスン詩集』（Poems by Emily Dickinson）が 1890年
に出版されてから，110年以上の歳月が流れた。その後現在まで多くのエミリ
ィ・ディキンスン（Emily Dickinson, 1830−86）の詩集や書簡集が刊行さ
れ，アメリカから遠く離れた日本でも，ディキンスンの全ての詩を読むことが
可能になった。19世紀と 20世紀の二つの世紀末を生き抜いたディキンスンの
珠玉の詩は，さらに新世紀の読者にも読み継がれようとしている。はたしてデ
ィキンスン自身は，自分が書き残した詩が自分の死後も読者を獲得し，さらに
は時代や国境を越えて脚光を浴び続けることを予測できたのであろうか。ディ
キンスンの友人，ヘレン・ハント・ジャクソン（Helen Maria Fiske Hunt
Jackson, 1830−85）は，ディキンスンが詩人として名乗り上げることができ
ないのは「あなたの生きている時代が悪いから」（1）と断言した。確かに生前の
ディキンスンは，硬質で圧縮された自分の詩のスタイルが，当時の規範に合わ
ないと認めていたため，詩の公表を断念した。しかしながら今ディキンスンの
詩の何編かを読むと，彼女が詩人の存在の有限性とは対照的な，詩や言葉の無
限性を強く信じていたことが分かる。
ディキンスンは 19世紀の超絶主義者として文壇に名を馳せていた思想家，
ラルフ・ウォルドー・エマソン（Ralph Waldo Emerson, 1803−82）の著作
を読み，自分の詩作の糧にしていた。特に自然をテーマに書かれた詩の何編か
１７３
513-13
には，エマソンの影響が見られる。この影響という概念に着目した批評家にハ
ロルド・ブルームがいる。ブルームによれば，エマソンこそがアメリカ詩の
「源流ないし代表者」（2）だという。したがってディキンスンを含む後続の詩人
たちは，エマソンという絶対的な存在に圧倒されないために，ブルームの言葉
を借りれば「誤読」という作業を自分の詩作の中で行ったことになる。ディキ
ンスンの場合，エマソンのエッセイや詩を読み，「影響の不安」を打ち消すた
めに自分の詩の中でそれらの「誤読」を試み，独自の詩の世界を構築したと思
われる（3）。この「影響の不安」という概念と関連性がある（4）と言われるの
が，ジュリア・クリステヴァの「相互テクスト性」の理論である。クリステヴ
ァ自身は，それを「どのようなテクストもさまざまな引用のモザイクとして形
成され，テクストはすべて，もうひとつの別なテクストの吸収と変形」（5）と定
義している。言い換えると，あるテクストは，別なテクストの特徴や性質を内
包しているということである。そして忘れてはならないことは，クリステヴァ
がミハイル・バフチンの「対話」理論を足掛かりに，独自の理論を展開してい
ったことだ。そこで小論では，先行詩人や後続詩人の「影響」や「誤読」を検
証するというよりも，よりテクスト同士の「相互」関係を重視した「相互テク
スト性」を土台に，ディキンスンの詩人と詩の関係を考察する。具体的に I
章では，詩人の精神的エネルギーの迸りが感じられる詩をテクストとして選
び，エマソンのテクストとの関わりを探る。II 章ではディキンスンの「蝶」
の隠喩が見られるテクストを取り上げてその意味を追求しつつ，同じニューイ
ングランドの詩人，ロバート・フロストのテクストも絡めて考察を行う。III
章では再びエマソンのテクストを視野に入ながら，ディキンスンにおける詩と
言葉の重要性を考察していく。様々に異質なテクストを「時間的な順序を無化
し，両者を同じ時間平面上に並べ置くという思考法」（6）を選ぶことにより，デ
ィキンスンの詩のテクストが声なき対話として，人々の心に反響する理由を明
らかにすることが，小論の目的である。
１７４ エミリィ・ディキンスンの「殉教の詩人たち」
I初めに，ディキンスンの詩人としての意識がどのように芽生え，確立してい
ったのかを考えてみたい。ディキンスンのテクストには植物がよく出てくる。
引用する 520番のテクストの花は，どこか象徴的である。
God made a little Gentian―
It tried― to be a Rose―
And failed― and all the Summer laughed―
But just before the Snows
There rose a Purple Creature―
That ravished all the Hill―
And Summer hid her Forehead―
And Mockery― was still―
The Frosts were her condition―
The Tyrian would not come
Until the North― invoke it―
Creator― Shall I― bloom? （Fr-520, J-442）（7）
「神」が作った「小さなリンドウ」（“a little Gentian”）は，見た目にも華や
かな「バラ」になろうとしたが失敗する。「リンドウ」は「夏」に笑われ，屈
辱を味わう。ところが「リンドウ」の本来の開花時期は秋である。第 2スタ
ンザになると「リンドウ」は，“a Purple Creature”に言い換えられている。
「リンドウ」が最適な時期に花を咲かせば「丘」を魅了し，さらに「リンドウ」
を嘲笑した「夏」は，「額」を隠してしまう。なぜなら「リンドウ」の楚々と
１７５エミリィ・ディキンスンの「殉教の詩人たち」
した美しさに圧倒されたからだろう。
第 3スタンザではこれまでの雰囲気から一変して，力強い主張が感じられ
る。しかも最後の最後で詩の語り手ペルソナの「私」が，自分の存在を示すか
のように「神」に問いかける形で語りを終えている。テクストの「リンドウ」
の開花時期は第 1スタンザにあるように，「雪が降るちょうど前」までとな
り，さらに「霜」がおりて「北風」（“the North”）が「呼び掛ける」まで
は，「赤紫色」（“Tyrian”）を見せることはない。従ってここでの「リンドウ」
の開花時期は初冬までとなり，比較的長いことがわかる。
テクストを一通り読めば，人目を引く「バラ」とは異なる「リンドウ」の地
味ながらも凛とした美しさを読み取ることができる。ところが注目すべきは，
一貫して擬人法が使われている点と，先に触れたようにペルソナが“Shall I
― bloom？”と問い掛けている点ではないだろうか。この最後の一文は，「私
は花開くのでしょうか」という不安が入り混じった問い掛けになっている。あ
るいは「私も花を咲かせましょうか」という挑戦的な発言（8）とも解釈でき
る。後者の読み方では，今度は自分の咲く番だと宣言しているかのようであ
る。
ウェンディ・バーカーが，「小さなリンドウ」をディキンスン自身だと見な
した（9）解釈には納得できる。ディキンスンは詩人としても人間としても華や
かとは言えない自分自身を，「リンドウ」に重ね合わせている。特にテクスト
の中では“a little Gentian，”“a Purple Creature”とそれぞれに形容詞が付
加されていることに注目したい。“little”は，「神」に対する自分の存在の卑
小さを暗示する。またはエマソンのような花形の作家に対する目立たない自分
を強調しているのかもしれない。“Purple”は元々高貴な色と見なされ，キリ
スト教では殉教者が着用する色でもあるという（10）。つまりディキンスンは，
たとえ地味でも詩を書き続けることを一生の仕事だと決意していた，というこ
とだろう。それは最後で「私」という仮面をかぶった詩人が，自分の将来に対
する期待をこの一文に表出させているからである。したがってこのテクストに
は読者の想像力を喚起する，きわめて詩的な要素が満ち溢れている。
１７６ エミリィ・ディキンスンの「殉教の詩人たち」
ディキンスンの詩人としての意識の萌芽は，期待と不安がない交ぜになって
いた。エマソンはディキンスンとは対照的に世間の注目を浴びる中で仕事をこ
なしてきたが，そんな彼も「リンドウ」が感じる孤独を意識していた。
He is isolated among his contemporaries by truth and by his art, but
with this consolation in his pursuits, that they will draw all men
sooner or later. For all men live by truth and stand in need of expres-
sion.（11）
引用の一節は，ディキンスンの心の支えになったのではと思われる個所であ
る。「詩人」は孤独の状況の中にあっても，いつかはその存在を認められるこ
とになるだろうという自信に支えられている。
ここからはより「相互テクスト」的にエマソンとディキンスンのテクストを
読みながら，ディキンスンの詩人像を見ていきたい。次の 207番は，アンソ
ロジーに度々載せられるほどの有名な詩である。
I taste a liquor never brewed―
From Tankards scooped in Pearl―
Not all the Frankfort Berries
Yield such an Alcohol!
Inebriate of air― am I―
And Debauchee of Dew―
Reeling― thro' endless summer days―
From inns of molten Blue―
When“Landlords”turn the drunken Bee
Out of the Foxglove's door―
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When Butterflies― renounce their“drams”―
I shall but drink the more!
Till Seraphs swing their snowy Hats―
And Saints― to windows run―
To see the little Tippler
Leaning against the― Sun! （Fr-207, J-214）（12）
この 207番に関しては，1861年の 5月に The Springfield Daily Republican
に公表された（13）という伝記的事実よりもむしろ，エマソンの影響が反映され
た詩という印象の方が強いのではないだろうか。まずディキンスンのテクスト
に目を向けたい。ペルソナの「私」は「決して醸造されない酒」を飲み，自然
との一体感を享受しつつ酩酊状態にある。その様子が第 2スタンザ以降で具
体的に語られる。ペルソナは「大気に酔う」だけでなく「露の放蕩者」（“De-
bauchee of Dew”）になり，「千鳥足で歩く」。そして第 4スタンザでは，ペル
ソナの大胆な調子が見られる。「聖人たち」は「小さな酔っ払い」のペルソナ
が，「太陽にもたれている」のを見にやって来る。読者の想像を越えるユーモ
ラスな詩的世界が展開されている。
アンダーソンはこのテクストは，エマソンの“Bacchus”という詩をパロデ
ィにしたものだと述べている。そこで“Bacchus”の一部を引用してみよう：
Bring me wine, but wine which never grew
In the belly of the grape,
［………………………………］
Wine which Music is,―
Music and wine are one,―
That I, drinking this,
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Shall hear far Chaos talk with me ;
［………………………………］
Pour, Bacchus! the remembering wine ;
Retrieve the loss of me and mine!
［………………………………］（14）
「ワイン」によって精神がさらに高揚し，酒神「バッカス」に呼び掛けるとい
う神話の世界が根底となったこの詩の中には，エマソン独自の世界が垣間見ら
れる。というのは酒と詩人の関係を，エマソンは「詩人」の中で次のように書
いているからである。
The poet knows［・・・］the ancients were wont to express themselves,
not with intellect alone but with the intellect inebriated by nectar.（15）
エマソンによれば，美や真実を語る詩人はワインを飲むことで，精神が高揚し
て詩作のためのインスピレーションが高まるという意味だろう。それは自然の
中に積極的に溶け込もうとする姿勢と同様に，価値あるものとして力説されて
いる。
ディキンスンのテクストとの「相互」性を考えるとすれば，207番のテクス
トのペルソナも酒の力を借りて，自然への陶酔感を自由に語っている。エマソ
ンの「詩人」と同様にペルソナはただの「小さな酔っ払い」ではなく，詩作へ
の想像力を刺激するために飲むのだろう。ところがディキンスンの酩酊のテク
ストは，エマソンのテクストとは異なって滑稽さと奔放さを併せ持つ。ペルソ
ナ自身が自分を「露の放蕩者」という大胆な隠喩で呼び，千鳥足で歩いて「太
陽」にもたれかかるまでに，自然と一体化する様子を克明に描いている。ラス
トスタンザでは“s”の音を多用する頭韻という詩の技巧も用いている。クリ
ステヴァ流に言えば，ディキンスンはエマソンのテクストを「吸収」し，自分
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の詩の中で「変形」させていると言えるのではないか。ここはまさにディキン
スンの言葉と技巧が織りなす詩的世界なのである。
次は 445番のテクストを考察する。
They shut me up in Prose―
As when a little Girl
They put me in the Closet―
Because they liked me“still”―
Still! Could themself have peeped―
And seen my Brain― go round―
They might as wise have lodged a Bird
For Treason― in the Pound―
Himself has but to will
And easy as a Star
Look down opon Captivity―
And laugh― No more have I― （Fr-445, J-613）
ペルソナは小さい頃「じっとしている」ことができなかったため，「クローゼ
ット」に閉じ込められた。1行目の“Prose”は Poetry と意識的に区別して
述べられている。例えば「私は可能性に住んでいる／散文（“Prose”）よりも
素敵な家に」（Fr-466, J-657）で始まる詩があるように，ディキンスンは「散
文」に高い価値を付与していない。445番の“Prose”が当時のアマーストの
社会に関係する（16）とすれば，冒頭の“They”は周囲の人々，または因習的な
社会全般を暗示するとも考えられる。ディキンスンが書く詩のスタイルや措辞
は，当時の詩の伝統からは逸脱していたからである。
第 2スタンザからは，ペルソナを罰しようとした「彼ら」への揶揄が込め
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られている。「彼ら」がペルソナを閉じ込めた様子を，「檻」（“the Pound”）
の中で飼育される「鳥」に喩えている。ペルソナは，「脳」の中は「回転する」
ほど自由な状態だと反論する。そしてラストスタンザでは，ペルソナは「鳥」
に変貌する。そして既に自分は「囚われ」（“Captivity”）の身分ではないと最
終行で言い切っている。なぜならディキンスンは，詩人は想像力を司る「脳」
の中で自由に思いを巡らし，言葉を使ってそれを詩へと視覚化することができ
ると思っていたからだろう。たとえ物理的に狭い所に閉じ込められても，詩人
の想像力は「鳥」のように自由に飛び回り，限界がない。ディキンスンにとっ
て「囚われ」の状態こそが，想像力と洞察力を磨くために必要なのであ
る（17）。
エマソンは「詩人」の中で次のように言う：
Every thought is also a prison ; every heaven is also a prison. There-
fore we love the poet, the inventor, who in any form, whether in an
ode or in an action or in looks and behavior, has yielded us a new
thought. He unlocks our chains and admits us to a new scene.（18）
エマソンによれば，「あらゆる思想」も「あらゆる天国」も「牢獄」である
が，「詩人」は「新しい思想」を我々に与え，「新しい場面」へと導いてくれ
る。エマソンのテクストは，ディキンスンのテクストより楽観的である。ディ
キンスンのテクストは，より個人的な出来事に終始している。それでも両者の
テクストは，詩人にとって詩を書くためには，精神的自由を求めることの必要
性を説いているのではないか。ディキンスンはそのようなエマソン的な思想を
部分的に「吸収」しながらも，自分対社会という軋轢の中で詩作を続ける孤独
感を，テクストの端々に滲ませているという「変形」を加えた。207番のテク
ストのペルソナが女性ならば，当時としてはかなり大胆な発想だろう。ディキ
ンスンは「仮定の人物」（19）と呼ばれるペルソナを語り部とすることによって，
自然との一体感を満喫するユーモラスな詩も書くことができたのである。ディ
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キンスンの詩のテクストは，エマソンとのテクスト相互間の対話が見られる。
その受容と反発が交錯する対話こそが，様々な藤を経て詩人として成長して
いくための，彼女の一つのステップなのである。
II
I 章の 520番，207番のテクストを取り上げたように，ディキンスンは数多
くの自然をテーマにした詩を書いている。自然と言っても内容は広く，ディキ
ンスンの場合，夕暮れの情景，植物，昆虫など多岐に亘る。特に昆虫について
は，蜜蜂と並んで度々扱われるのが，蝶のモチーフである。そこでディキンス
ンがなぜ蝶の詩を何編か書き上げたのか，その理由を考えてみたい。そしてさ
らにディキンスンの詩を読んだ時のインスピレーションを元に数編の詩を書い
た（20）と言われるロバート・フロスト（Robert Frost, 1874−1963）をディキン
スンの後続詩人の代表として言及することで，ディキンスンが彼にどのような
影響を及ぼしたのかについても，私見を述べてみたい。
まずはディキンスンの「蝶」のテクストを 3編続けて考察する。
From Cocoon forth a Butterfly
As Lady from her Door
Emerged― a Summer Afternoon―
Repairing Everywhere―
Without Design― that I could trace
Except to stray abroad
On miscellaneous Enterprise
The Clovers― understood―
［………………………………］
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Till Sundown crept― a steady Tide―
And Men that made the Hey―
And Afternoon― and Butterfly―
Extinguished― in the Sea― （Fr-610, J-354, sts. 1−2, 6）
「蝶」が「繭」（“Cocoon”）から出てくる瞬間が，「ご婦人がドアから出てくる
ように」という直喩で語られる。そして「目的もなく」彷徨う「蝶」の姿をペ
ルソナは描写する。彷徨いながら舞う「蝶」を追い求めていくと，やがてそれ
は「海の中に消えた」（“Extinguished― in the Sea―”）ことが分かる。そ
の後の「蝶」の所在が不明のままテクストは幕を閉じる。しかしながら「蝶」
が消えても，どこか余韻が感じられる。この「蝶」はディキンスンにとって何
を象徴するものなのか。さらに「蝶」の意味を追求するために 1107番のテク
ストを読んでみたい。
My Cocoon tightens― Colors teaze―
I'm feeling for the Air―
A dim capacity for Wings
Demeans the Dress I wear―
A power of Butterfly must be―
The Aptitude to fly
Meadows of Majesty concedes
And easy Sweeps of Sky―
So I must baffle at the Hint
And cipher at the Sign
And make much blunder, if at last
I take the clue divine― （Fr-1107, J-1099）
１８３エミリィ・ディキンスンの「殉教の詩人たち」
暗くて狭い「繭」から，羽を持った美しい「蝶」へ変身する様子が述べられて
いる。「繭」の中は暗くて「大気」がないために息苦しい。しかし羽をそなえ
た「蝶」になれば，「飛ぶ才能」（“The Aptitude to fly”）が与えられ，「空」
を駆け巡ることができる。ペルソナが最後に語っているように，最終的に「神
聖な手掛かり」（“the clue divine”）を手に入れるためには「暗示」（“the
Hint”）に戸惑い，「多くの失敗」を経験しなければならない。「蝶」になるた
めには，様々な困難を乗り越えることが条件となる。
ペルソナは今「繭」さながらの制限の多い，窮屈な状況の中にいることが推
測できる。そのような状況の中で「羽が生えるかすかな能力」が自分の内部に
あることを信じ，「神聖な手掛かり」を獲得する機会を待っている。しかしな
がらその「神聖な手掛かり」が具体的に何を指すのかは特定しづらい。スモー
ルによるとこのテクストは，「暗い肉体の制限から不滅の『空』への解放に対
する魂の欲望」（21）を指すという。「蝶の力」を持つとは，単に美しい羽を使っ
て飛ぶことではなく，本当の自由を味わうことだと考えられる。それはあたか
も I 章で考察した 445番のテクストと共通する。つまりたとえ狭い牢獄のよ
うな空間の中で詩を書くとしても，想像をめぐらす精神は「蝶」のように自由
気ままであることを，ディキンスンは望んだに違いない。ディキンスンは
「蝶」を理想の詩人像と見ている。ところがその期待は，“if”によって遮られ
てしまう（22）。自分が将来不滅に値する「神聖な手掛かり」が得られるのか
は，確信できないことを仄めかしているからである。このようにテクストの中
に期待と不安が混在することによって，曖昧さが付与されている。
「不滅」という言葉が出てくる次の 1701番を考察してみよう。
The butterfly obtains
But little sympathy
Though favorably mentioned
In Entomology―
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Because he travels freely
And wears a proper coat
The circumspect are certain
That he is dissolute
Had he the homely scutcheon
Of modest Industry
'Twere fitter certifying
For Immortality― （Fr-1701, J-1685）
「蝶」は「昆虫学」では「好意的に述べられている」が，「ほとんど共感を得る
ことはない」という。なぜならそれは「自由に旅をする」し，「独特のコート
を着ている」ため「慎重な人たち」（“The circumspect”）はそれを「放蕩者
だと思い込んでいる」（“That he is dissolute”）からである。最後のスタンザ
は仮定法となっていて，もしそれが「控えめな作業の／質素な盾」を着けてい
たら，「不滅を確証するのに／より相応しいだろう」という見解で締めくくっ
ている。
「蝶」が「共感」を得られないのは，人目を引く鮮やかな羽のせいもあるだ
ろう。それは社会の規範に合わなければ目立ってしまい，奇異な目で見られ，
挙句の果てに孤立せざるをえないのと似ている。「蝶」がたとえ「不滅」を求
めて彷徨っているとしても，周囲の人間は気ままな昆虫だと思い込んでしま
う。しかし「控えめな作業」に従事する「蝶」は，いつかは「不滅」を獲得す
るだろう。
このテクストでディキンスンは，自分には「蝶」と共通する要素があると考
えている。詩人は立派な職業だが，自分は多くの共感を得られる詩人ではない
ことをディキンスンは熟知していた。しかしたとえ周りが「放蕩者」と見なし
ても，地道に詩作を続けることが「不滅」に繋がることを，このテクストで言
いたかったのではないかと思われる。
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ニューイングランドの詩人，ロバート・フロストはディキンスンの詩集を読
み，特に彼女の死をテーマにした詩に関心を持っていたという（23）。カール・
ケラーも著書の Notes で引用している（24）が，「エミリィは今までに詩を書い
た全ての女性詩人の中で最高の人です。……エミリィは素晴らしい詩を魂から
書いたのです」（25）とフロストはディキンスンを絶賛している。一方でフロスト
にとってディキンスンの詩は「模範であり，源泉であり，警告であり，挑戦で
あり，とりわけ脅威だった」と考える批評家もいる（26）。いずれにせよフロス
トは同じ詩人としてディキンスンの存在に注目し，詩のテーマなど詩作の上で
影響を受けたり，脅威を感じたりした部分もあったと思われる。例えばフロス
トも蝶をモチーフにした詩を書いている（27）。そこで 1894年に若いフロスト
が書いた“My Butterfly”の最初と最後の部分を引用してみよう：
Thine emulous fond flowers are dead, too,
And the daft sun-assaulter, he
That frighted thee so oft, is fled or dead :
Save only me
（Nor is it sad to thee!）―
Save only me
There is none left to mourn thee in the fields.
［………………………………］
I found that wing broken today!
For thou art dead, I said,
And the strange birds say.
I found it with the withered leaves
Under the eaves.（28）
１８６ エミリィ・ディキンスンの「殉教の詩人たち」
引用の最後の所からは，「蝶」のもろさや儚さが伝わってくる。610番のテク
ストでも考察したように，ディキンスンの「蝶」もまた，「目的もなく」彷徨
い続けた結果，海の中に消える。この「蝶」の外見上のか弱さと生命の儚さと
が，フロストのこの詩と符合するように思える。おそらく「蝶」の存在が，人
間の命について考えるきっかけをディキンスンやフロストに与え，さらには彼
らが生や死について思いを深めることに関与したと思われる。
ディキンスンのテクストは彼女の死後も読み継がれ，フロストなどの後続詩
人に挑発しているのではないか。ディキンスンがエマソンのテクストを読み，
模倣するだけでなく，自己のテクストに「吸収」して「変形」を試みたよう
に，彼女から後の詩人たちも詩人として確立していくために，独自のスタイル
を形成していかなければならない。詩人として生きるためには，固い決意と地
道な努力が必要である。そのような過程の中で書かれた本物の詩こそが，読者
の心の中で反響することをディキンスンは願っていたに違いない。しかし詩人
の存在そのものは，「蝶」のように儚く，いつかはこの世から消える：
The Butterfly upon the Sky
That does'nt know it's Name
And has'nt any Tax to pay
And has'nt any Home
Is just as high as you and I,
And higher, I believe,
So soar away and never sigh
And that's the way to grieve― （Fr-1559, J-1521）
「名前」も知らず，「税金」も支払わず，「家」も持たない「蝶」は，「あなたや
私と同じぐらい高貴」だと見なされ，さらには「もっと高貴」（“higher”）だ
と見なされている。ペルソナは「蝶」を人間よりも高い地位につけている。だ
から「溜息をついてはいけない」と呼びかける。1701番で考察したように，
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「蝶」は気ままな昆虫だと思われている。しかしここではむしろ「蝶」に対す
る憧れの気持ちが見られる。ディキンスンは束縛されずに飛翔できる自由な
「蝶」に，理想の詩人像を重ね合わせている。
さらに「蝶」を神聖視しているテクストがある。
The Butterfly in honored Dust
Assuredly will lie
But none will pass the Catacomb
So chastened as the Fly― （Fr-1305 B, J-1246）
「蝶」は死ぬ時「名誉の土の中」に横たわる。しかし誰も「慎み深く／その地
下墓地を通り過ぎる」ことはないという。誰一人「蝶」を名誉あるものとして
認めないが，ディキンスンは手厚く葬りたいのである。「蝶」は決して語らな
いが，精一杯生きて静かにこの世を去る。このようにディキンスンは「蝶」に
対する憧れを抱くと同時に，詩人として生きる上での励みを得たに違いない。
「蝶」をモチーフにした一連のテクストを考察してみたが，ディキンスンは
「繭」から姿を現して空を翔ける「蝶」に羨望の眼差しを向けていたことが分
かる。囚われ人のような状況にいる自分とは異なり，「蝶」には自由が保障さ
れている。しかしその「蝶」も名誉とは無縁である。しかも何も語らずに密か
に消えてしまう。フロストが生前数々の名誉を受けたのとは対照的に，ディキ
ンスンは無名のまま生涯を閉じたことと共通する。ディキンスンが「蝶」の詩
を何編も書いたのは，「蝶」が自分の生き方と似た要素があると思ったからだ
ろう。したがって「繭」から「蝶」への変容は，ディキンスンが真の詩人とし
て誕生する隠喩にほかならない。
ディキンスンはエマソンのテクストを自分流に「変形」して，何編かの詩を
書いた。そしてさらにフロストのようにディキンスンに続く詩人たちが彼女の
詩を読み，刺激を受けて「吸収」と「変形」の作業を絶えず繰り返す。「相互
テクスト」的に考えるなら，ディキンスンのテクストの中で，別のテクストに
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呼び掛ける声なき発話と，それに応える対話とが行われているのである。
III
ディキンスンのテクストの「蝶」が沈黙を続けていたように，ディキンスン
にとって沈黙は特別な意味を持つ。例えば「私は口数の少ない人が恐い／私は
黙っている人が恐い／…／その人が偉大な人ではないかと思うから」（Fr-663,
J-543）という詩がある。ディキンスンは多弁な人より無口な人の方に惹かれ
る。その理由を，芸術家を例に書き表したのが，次の 665番である。
The Martyr Poets― did not tell―
But wrought their Pang in syllable―
That when their mortal name be numb―
Their mortal fate― encourage Some―
The Martyr Painters― never spoke―
Bequeathing― rather― to their Work―
That when their conscious fingers cease―
Some seek in Art― the Art of Peace― （Fr-665, J-544）
「殉教の詩人たち」は語らずに「言葉」（“syllable”）で苦痛を書く。彼らが亡
くなった後も，書き残した詩が「誰かを励ますように」なることを信じて，
黙々と言葉で書き連ねる。後半では「画家たち」に焦点が当てられている。彼
らも決して話すことはせず，自分たちの作品に思いを託す。彼らは「誰かが芸
術の中に平和の技術を探し求める」ことを予期して，絵筆を動かす。「画家た
ち」については，当時のアメリカの風景画家，トマス・コール（Thomas
Cole, 1801−48）がディキンスンに影響を与えたという意見もある（29）。確かに
ディキンスンは“I would not paint― a picture―”（Fr-348, J-505）で始ま
る詩を書くなど，絵画にも関心があったことが窺える。ここでは詩と絵画が平
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行して述べられているが，最後の行が示すように，それらこそが不滅の芸術作
品だと主張されている。
エマソンも「詩人」の中で，次のように語っている。
The painter, the sculptor, the composer, the epic rhapsodist, the ora-
tor, all partake one desire, namely to express themselves symmetri-
cally and abundantly, not dwarfishly and fragmentarily.（30）
画家などの芸術家たちは，自分の思いを「釣り合いを保って豊富に」表現した
いという欲望を持つ。そして詩を含む芸術作品が後世まで残っていく理由を，
エマソンは次のように説明する：
The sign and credentials of the poet are that he announces that
which no man foretold. He is the true and only doctor ; he knows and
tells ; he is the only teller of news, for he was present and privy to
the appearance which he describes.（31）
エマソンによれば，「詩人とは誰も予言しなかったことを伝える」人のこと
で，詩人こそが「真実」である。詩人が苦心して書き留めた「真実」の言葉こ
そが，時代を越えて人々の心に語り掛けてゆく。エマソンはエッセイの中で，
ディキンスンは詩の中で，詩と詩人の関係を述べている。エマソンのテクスト
では「詩人」が中心になっているが，ディキンスンのテクストの「詩人」はど
こか悲壮感が感じられる。しかし「詩人」の有限性をあえて前面に出すこと
で，芸術作品の不滅性を強調しようとしたのではないか。それがディキンスン
流の「変形」だと考えられる。
「殉教の詩人たち」は黙々と詩を書き続ける。まるでそれが自分の使命であ
るかのように，未来の読者に向けて書く。読者の方は，詩人たちの実際の苦労
を特に推測することもなく読み，慰めや共感を見出す。しかしながら詩人の死
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後もそれらの詩は，「平和の技術」として生き続ける。
次のテクストは，沈黙の言葉の持つ力について書かれている。
Speech is one symptom of affection
And Silence one―
The perfectest communication
Is heard of none
Exists and it's indorsement
Is had within―
Behold said the Apostle
Yet had not seen! （Fr-1694, J-1681）
「言葉」は「愛情の兆候」で，「沈黙」も同じだという。だから「最も完璧なコ
ミュニケーションは／誰からも聞いたことがない」と述べられる。なぜなら
「沈黙」の言葉はその人の「心の内部」（“within”）で反響するので，「使徒」
（“the Apostle”）でさえも見たことがないからだという。それほど貴重な「コ
ミュニケーション」は心の中で行われる。つまり語られた言葉よりも，「沈黙」
の言葉のほうが人々の心を揺さぶる。詩人が苦労して書き上げた詩の言葉は，
読者の「心の内部」で反響する。読者は言葉を通じて心に響くものを感じ取る
だろう。
しかしながら次の 1268番が示すように，「ページの上に不注意に落とされ
た言葉」は，予想以上の破壊力を持つことがある。
A Word dropped careless on a Page
May stimulate an Eye
When folded in perpetual seam
The Wrinkled Maker lie
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Infection in the sentence breeds
And we inhale Despair
At distances of Centuries
From the Malaria― （Fr-1268, J-1261）
「ページ」の上に書かれた「言葉」は読者の「目を刺激する」ほどの力を持
つ。それは「皺くちゃになった作者」が亡くなった後も効力を発揮する。その
力は「伝染」病のように時代が過ぎても蔓延していく。「作者」はいずれ亡く
なるが，「言葉」の持つ力は不滅である。「言葉」自体は沈黙を保つ。しかしデ
ィキンスンはそれが読者の目に留まると，「まさにその日に／生き始める」
（Fr-278, J-1212）ことを熟知していた。
ディキンスンの「殉教の詩人たち」は，黙々と詩を書き続ける。そして孤独
な作業の中で未来の読者を想定しながら，思いを言葉に込める。それは I 章
で引用したエマソンの「詩人は真実と芸術により，同時代人の中では孤独だ
が，……遅かれ早かれ詩人の仕事は全ての人々を引きつけるだろう」という主
張と一致する。ディキンスンは先輩詩人，エマソンのテクストに触発されて何
編かの詩を書くことができた。その反面，ディキンスンにとって多彩な才能を
持つエマソンは，脅威を覚える存在だったかもしれない。エマソンを凌駕する
ためには，独自の思想やスタイルを確立しなければならない。ディキンスンは
自分を守るために人との交流を極端に控え，自分の部屋にこもることで，詩人
としての才能を磨くための努力を積み重ね，多くの詩を書き溜めていった。
「リンドウ」のようにいつかは詩人として開花することを信じて。こうしてデ
ィキンスンの書いたテクストは，ディキンスンが亡くなっても次の世代に読ま
れ，その読者の心に反響する。さらに彼女のテクストはまた次の世代の読者に
引き継がれていく。それは常に想像の自由を求めて苦闘し，「殉教の詩人たち」
さながらに詩を書き続けたディキンスンの努力の痕跡を証明している。
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［付記］小論は，京都女子大学英文学会第 1回大会（2001年 11月 4日，於：京都女子
大学）において，「ディキンスンとエマソン──テクストの沈黙と反響」という
題名で研究発表したものに，加筆修正したものである。
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